
【取組内容】 情報活用能力の育成 中学校２年生理科の授業実践

川越市立大東中学校（埼玉県）

様式Ⅰ-２①

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

１枚目のスライドに授業の課題と実験
結果から考えるポイントを記載

１．スライドを見ながら課題を
捉え、実験を行う

２．実験結果から、ポイントに対する考え
を自分なりにスライドにまとめる

３．スライドの発表会

【授業の流れ】 １時間目：実験室

実験が終了した班から、ス
ライドにまとめはじめる

ポイントが明確になっているの
で、実験を見る視点が変わる

２時間目：教室

【活用したツール】Google検索、Googleスライド、Googleスプレッドシート、カメラ



【取組内容】 情報活用能力の育成 中学校２年生理科の授業実践

川越市立大東中学校（埼玉県）

様式Ⅰ-２②

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【活用したツール】Google検索、Googleスライド、Googleスプレッドシート、カメラ

２枚目以降にある、自分の番号の白紙
スライドへまとめを記入

スプレッドシートに結果を打ち込み、
グラフを作っている

グラフ用紙を配っているの
で、スプレッドシートでは
難しいグラフは、手書きし
たものを写真で共有

班で話し合ったり、教員に聞いた
り、検索したりしながらまとめる

【情報活用能力について】
白紙共有されたスライドをまとめていきますが、個人で進めること、班で話し合うこと、
教員に聞くこと、または、共有された他人のスライドを参考にすることのどれを選択して
も良いことになっています。したがって、自分で最適な学びを選択することになります。
中には、授業時間外で自分なりにまとめてくる生徒もいます。自分には無い他人の考えを
視覚的に得たり、自分の考えを明確に示すことができるようになりました。
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